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今月の畜産物市況 
牛枝肉・豚枝肉・鶏卵・食鶏 

牛枝肉 
期待できず 

 春以来、大阪中央卸売市場での枝肉価格は多少の変動はあったが、概ね順調に取引きがなされ、ヌキ平均価

格は kg当り 380円前後を推移してきた。12月には正月前の出荷で、市場入荷は量的にも質的にも一段と強ま

る。消費面では気温次第で若干左右されるが、年末、年始を控えて全般に順調な消費が期待される。 

 しかしながら、なにぶんにも入荷が相当見込まれているのでおおくは期待できないであろう。 

 

豚枝肉 
横バイ 

 10 月以降豚肉相場はやや値下りを示したが、これはオリンピック需要に期待をかけた集中出荷が予想外に

多かったことと、豚肉の高騰から小売価格が上り、消費人気が鶏肉牛肉、水産物等に移ったものと考えられる。

全国的な飼養頭数をみても増加しており、12月に入れば出荷が漸次ふえるとみられる。 

 需要関係では、加工関係の年末用の消費をあてにしての大巾な買付けがあると共に、生肉需要も高まってく

る。特に 25日以降は期待してよいであろう。 

 だいたい大阪中央卸売市場での平均枝肉価格は kg当り 350～360円を前後するものと予想される。 

 

鶏 卵 
現状維持 

 11 月の鶏卵価格は低迷を続けながらも中旬以後しだいに値上りして、全販連大阪支所一級高値相場は 165

円前後をつけたが、１日平均入荷量 170～180ｔと例年になく多い。 

 11月末では一級品は 190円をつけており、12月には出回りも多いが消費も増進が期待されている。しかし、

春から夏の暴落時に加工筋（マヨネーズ）の大量買付け、冷蔵卵の大量ストックがあったため、12 月に入っ

てからの加工筋の手当て買いは期待することはできない。 

 それでも、例年産卵率が下るのと、駄鶏淘汰が進められているので、多少の変動はあるが当分はもち合いが

続くものと予想される。 

 

食 鶏 
200 円は固い 

 12 月に出回る８月下旬以降の餌付けびなの数量は、７月比で 30～40％増加しているが在庫は少しもなく、

年末に消費はすこぶる好調なので見通しは明るい。 

 輸入チキンの心配はあるが、200円台の値は大丈夫であろう。廃鶏もマゼ物用としての需要がふえるから例

年どおり多少もどすだろう。 
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ニュース・パトロール 
１位に津山種鶏農協 

38年度岡山県鶏産卵能力検定 

 岡山県養鶏試験場は 11月２日、38年度の県鶏産卵能力集合検定成績の結果を発表した。これは 38年 11月

１日から 39 年 10月 15日までの 350日間にわたって、県下の種鶏業者からもちよった採卵用国産鶏の産卵個

数のデータを取り優劣をきそったもの（１群 10羽）。記録優秀者は次の通り（かっこ内は品種、産卵個数、産

卵率、産卵重量の順） 

 （１）津山市横山津山種鶏農協（白レグ、3,064個、87.5％、164.0kg） 

 （２）苫田郡鏡野町石田健（同、3,050個、87.1％、168.9kg） 

 （３）邑久郡邑久町阿部要（同、3,017個、86.0％、168.9kg） 

 

借り入れふえる岡山県下の農家資金調達状況 

 農林省岡山統計調査事務所は 11月９日、38年度岡山県下の農家の資金需要状況を発表した。 

 これによると農家一戸当りの平均資金調達額は 1,185,895 円と前年度に比べ 12.8％ふえている。内訳は自

己資金が 1,058,000円、他人資金が 128,000円で自己資金が全体の 83.8％を占めているが前年度より 3.2％他

人資金への依存度を高めている。 

 自己資金のうち農業収入によるものは 33 万円、農外収入 374,000円でこれを合せても 704,000円と、調達

資金総額の 59.4％に過ぎない。 

 残りは貯金引き出し、資産売却などで充当しているが、これでも足らず他人資金で補充する形となっている。 

 

最優秀に高松町農協 

第８回岡山県移出鶏卵品質荷造改善共励会 

 岡山県と県養鶏協会が共催で 11月24日行った標記の共励会で、最優秀農林大臣賞に高松町農協が選ばれた。 

 この共励会が鶏卵出荷の際の荷造りを改善して市場の声価を高め、取り引きの改善と販路の拡大を図る目的

で毎年行われている。６月１日から８月 30 日までの共励会の期間中、神戸、大阪の阪神市場へ鶏卵を出荷し

ている参加 43団体の荷物を抜き取り、荷造りの状態を内容、品質の両面から審査したものである。 

 

加藤知事を囲む会開かれる 

11月 26日農業会館 

 11月 26日、岡山県農政連の主催で加藤知事を招き、岡山市農業会館において懇談会が開かれた。加藤知事

からこれからの農業面に対する方針が話され、最後に川上光市中央会会長から、新産都建設ばかりに力を入れ

ないで岡山県の農業にも大いに敏腕を振ってほしいとの要望が出され、なごやかなうちに終った。 

 

鶏卵共助制度危機に立つ 

県経済連 

補償金おいつかず 

 岡山県経済連の実施している鶏卵価格安定共助制度はその後の卵価安のため農家への補助金支払いを一時

停止していたが、11 月 26 日緊急価格安定委員会が開かれ、10 月分の補償金は 11 月末、11 月分は 12 月末ま

でに支払うことに決めた。 

 しかしながら予想外の安値のため、農家補償支払い額は 10、11 月を合わせると 1,000 万円にもなり、今後

の市況が問題だ。 


